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2020 年 3 月期 2Q 決算説明会 Q＆A サマリ 

                                         2019 年 11 月 5 日 

【FY19 2Q 実績 および FY19 業績予想】 

Q 下期の見通しについて伺いたい 

A 下期に市況が落ちるという認識はないが、外部環境は不透明感が増しており、引き続き注視していく状況に変わりはない。 

 

Q 通期での販管費増の見通しについて伺いたい 

A 上期の対前年での増加幅が大きい。主な増加要因としては、中期経営計画の戦略投資費用等による。上期偏重であり、

下期は対前年同等になると考えている。年間見通し 41 億円増に対しては想定の範囲内で推移している。 

 

Q 将来を含めた収益性に対する考え方について伺いたい 

A グループ全体最適による生産性向上に向けた戦略のなかで、引き続き収益性改善の取り組みを継続している。他社との競

争環境はこれまでと変わらず厳しい状況が続くが、コストダウン競争に打ち勝つとともに、お客様と価値共創しお客様の利益

向上に貢献することで、その対価を得る課題解決型ビジネスへ、スピードを上げて転換していく。 

 

Q LNG・ガス関連を含めた Upstream の動向について伺いたい 

A Upstream については、対前年でやや落ち込んでいるが、Downstream でカバーしている。FY18 が好調であったことの反

動もあり、悪化しているというよりも通常の成長トレンドに戻ったという認識である。先行きに不安があるとは考えていない。 

  LNG を含む天然ガスの投資動向については、短期的な需給バランスに不透明感もあるが、長期的視点では需要が継続し

ている状況であり、足元を含め引き続き投資に期待している。 

 

Q 大型プロジェクトのビジネス環境が厳しくなっていると考えるが、御社への影響について伺いたい 

A 我々の軸となる運転効率改善や最適化、教育の実施などの OPEX ビジネスの案件は、エンドユーザー様から直接仕事をい

ただくケースが増えている。EPC(Engineering Procurement Construction)のビジネス形態とはやや異なる部分があり、

単純な比較はできないが、EPC との関係を大事にしながら、ビジネスを拡大していくことに変わりはない。 

 

【中期経営計画「TF2020」の進捗】 

Q 外部環境における現地化ニーズの増加について、地域別の動向と利益率に与える影響を伺いたい 

A サウジアラビア・UAE・ロシアなど、資源国・新興国を中心に現地で雇用を創出して地域の経済発展に貢献する現地化ニー

ズが増加している。現地で生産機能を立ち上げ、調達し、エキスパートを育てることなど、お客様から直接ご要望をいただいて

おり、この対応状況が入札にも影響する。中東を含め世界中にある豊富なインストールベースを活用し、これらのビジネスチャ

ンスをしっかりと受注に結びつけていく。また、利益面では短期的には投資という側面もあるが、中長期的にみると現地に根付

いてビジネスを展開していくことは、将来の利益につながるものと考えている。 

 

Q 中東での利益率について伺いたい 

A CAPEX が、その後の追加の受注や課題解決ソリューションなどの OPEX ビジネスにつながってきており、トータルでの利益率

は改善してきている。 

 

Q 現状認識において、1Q の際にアフリカの機会に注目としていたが、2Q での状況について伺いたい 

A アフリカは有望市場の一つであることに変わりはない。引き続き LNG を含めたガス関連の投資にも注目している。1Q-2Q 間

（短期間）で比較すると大口 JOB の受注状況で強弱はあるが、今後の見通しに大きな変更はない。 
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Ｑ OPEX/CAPEX 比率や足元の状況について伺いたい 

A 広義で、運用保守・課題解決に加えたプロダクトビジネスを OPEX、それ以外のシステム系のプロジェクトを CAPEX としてい

る。明確に分けることが難しいが、大まかには CAPEX は約 40％、OPEX 他で約 60%程度、と考えていただきたい。 

  また、足元の状況に大きな変化はない。上期については金額として OPEX/CAPEX ともに伸びており、この比率はほぼ前年

同期並みで推移している。 

 

Q ライフイノベーションの海外展開について伺いたい 

A 現在は国内の食品、医薬品関係が主流で、海外での実績は少ないが、これから国内で培った品質管理や生産管理のノウ

ハウのグローバル展開を強化したいと考えている。 

 

Q M&A・アライアンス等に関する考え方について伺いたい 

A 中期経営計画における戦略に基づき、オーガニック以外でもビジネスを成長・拡大させるために必要なリソース確保のため、

M&A・アライアンスを検討・実施している。なお、M&A 等の知識を有する人財については、キャリア採用を含めてその確保を

強化している。 

 

 

(注) 本資料で提供する情報のうち業績見通し及び事業計画等に関するものは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提

に基づいています。従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。なお、内容につきまして

は、理解し易いように部分的に加筆・修正しています。 
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